
10. 西アフリカ・サヘル地域における風食抑制と収量増加を可能にする新たな省

力的砂漠化対処技術「耕地内休閑システム」 

〔 要 約 〕 サヘル地域における省力的砂漠化対処技術「耕地内休閑システム」を開発し、その有用性を実

証した。本技術により、砂漠化の主要因である風食の大幅な抑制とトウジンビエの増収を達成できる。 
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［背景・ねらい］ 

西アフリカ・サヘル地域では、食糧不足が慢性化しており、加えて風食（風によって比較的肥沃な表層土が飛

散し、土壌肥沃度が低下する現象）による砂漠化が進行している。しかし、現地の農民が実施できる有効な対処

技術はなく、風食の被害は軽減できていない。我々は、これまでの研究で、①風食の際に多量の土壌養分が飛

散すること、②飛散した土壌養分は風下の 5 m 以上の幅の草本休閑地でほとんどが捕捉されることを明らかにし

た。これらの結果をもとに、サヘル地域の農民が実施できる風食抑制と作物収量の増加を目指す新たな省力的砂

漠化対処技術「耕地内休閑システム」を提案する。 
 

［成果の概要・特徴］ 
1. 「耕地内休閑システム」の概要を以下に示す。 
① 耕地内に風食を引き起こす砂嵐の風向（東風）に対して垂直に幅 5 m の帯状の休閑帯を複数作る。休閑帯

は播種と除草を行わないことで形成される草本植生で、農民に新たな経済負担と労働負担をかけない。 
② 休閑帯は作物の収穫が終わった後の乾季に多量の養分を含む風成物質（風によって運ばれる土壌粒子と

植物残渣などの粗大な有機物）を効率よく捕捉する。 
③ 次の雨季に休閑帯を風上に移動させ、前年に休閑帯であった場所は耕作を行う。 
④ ②と③を繰り返す。なお、本地域では経済的な理由から一般に施肥は行われない。 
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2. 一本の休閑帯の風食抑制割合（飛散して来た土壌の捕捉割合）は 74％である。 
3. 休閑帯の間隔が広いほど、翌年その場所を耕作した場合にトウジンビエの収量は増加する（図１）。 
4. 休閑明け１年目と休閑明け２年目の区画で作物収量に有意な差は認められず、休閑帯の増収効果は少なく

とも２年間は持続する（図２）。 
5. 2～4 の結果に基づき、また休閑明け３年目以降は増収効果がないと仮定して、耕地内休閑システムの圃場

全体での増収効果と風食抑制効果をシミュレーションした結果、休閑帯を最適な間隔に設けると、圃場全面

を耕作する場合に比べて収量は 36～81%増加し（図３）、風食も 52～80％抑制されると推測される（図４）。 
 
［成果の活用面・留意点］ 
1. 家畜の摂食により休閑帯の植生が全て失われると、システムの効果は期待できない。なお、本調査地域は放

牧圧が比較的高いが、休閑帯の植生が全て失われることはなかった。 



［具体的データ］  
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図１．休閑帯の間隔が異なる圃場において休閑帯

を翌年耕作した区（休閑帯）と連続耕作区（耕作

帯）でのトウジンビエの収量． 

図２．休閑帯の間隔が異なる各圃場において休

閑明け１年目と２年目の休閑帯で耕作したトウジ

ンビエの収量． 

図４．風食を起こす砂嵐の方向（東西方向）

の距離が異なる圃場における増収に最適な

休閑帯の間隔での風食抑制割合． 

図３．風食を起こす砂嵐の方向（東西方向）の距離が異

なる圃場における休閑帯の間隔と圃場全体での収量増

加割合の関係（  の間隔の時に収量増加割合は最大

になる）． 
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